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胆 道 再 建 が 必 須 で あ り 、 胆 道 再 建 に は 胆 管 胆 管 吻 合





















高値遷延を認め、graft dysfunction を生じていた。30%CC 群ではこれらの所
見を認めず、 graft dysfunction を生じていなかった。100%CJ 群では組織学
的に軽度の逆行性胆管炎を認めたが、肝胆道系酵素（T-bil、AST、ALT）や胆
汁産生量について 100%CC 群と有意な差は無く、100%CJ 群と 100%CC 群の
























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、令和２年３月２５日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
